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論文審査の要旨 

 

本研究は、高周波聴力閾値の左右差に着目することで一側性の障害を簡便に評

価する可能性が示された。多くの感音性難聴は高周波領域から始まるといわれてお

り、高周波数領域の聴取閾値を測定することはそれらの疾患の早期発見に有用であ

ると考えられる。しかし高周波聴力は個人差が大きいため正常値の設定が難しく、文

献間でも評価が一定でなかった。本研究では健聴者の高周波聴力の左右差の評価よ

り左右差ありと認められる数値が示された。またこの結果を元に一般的な純音聴力検

査では評価できない一側性蝸牛症状がある患者を対象に高周波聴力の左右差を

検討した結果、一側性蝸牛症状、特に耳鳴のある患者の高周波領域の障害に関与

している可能性が示された。今後、高周波聴力検査を臨床検査として応用する

ことで、原因不明と分類されてきた疾患の診断、また検査の定期的フォローに

よる疾患の予防、早期発見が期待される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに聴覚医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 

 

 

平成 26 年 3 月 6 日  

 

 学位審査委員長 

 
脳神経機能制御医学 

教 授 中瀬 裕之 

学位審査副委員長 

 
呼吸器・血液病態制御医学 

教 授 木村 弘 

学位審査委員 

 
病態解析医学・医療教育学 

教 授 藤本 眞一 

学位審査委員 

 
脳神経システム医科学 

教 授 坪井 昭夫 

学位審査委員（指導教員） 

 
耳鼻咽喉・頭頸部機能制御医学 

教 授 細井 裕司 

 


